青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年2月12日　担当：三浦　　

	入　所　者
	氏　名　　　　奥山　以依子　　様　　　　　男・女　　　　昭和24年12月29日生（57歳）

	
	〒039-1104　八戸市田面木字赤坂35－35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	昭和42年頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約　39年

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約　34年

	医療機関
	　青南病院（主治医　安々平Dr）
	外来受診日
	毎週木曜日（週1回）

	医療区分
	警察（家族 扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年障害基　障害基礎年金１級　（8.3万円）
· 12月より年金自己管理を行う。

· 月7.5万円で生活している。自由に使えるお金は月約2万円（食事残金含む）

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　17年　4月　4日
	身長
	140cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	八戸北高校
	免許・資格
	特に無し

	職　歴
	なし
	

	保　護　者
	氏　名　奥山　彰二　様　　　　　　　　　続柄　弟　　　（同居　・否）

	入所目的

基本的な日常生活技術の習得（家事・調理・バスの乗り方）

	入院・治療歴　

①昭和42年4月　～　昭和50年2月（8年9ヶ月）　　入院　　青南病院

　昭和51年4月　～　昭和55年3月（3年11ヶ月）　 通院　　青南病院

②昭和55年4月　～　昭和17年4月（22年）　　　　 入院　　青南病院

	

	生活歴

S24年同胞4名の第3子として出生するが、幼少期に兄・姉は亡くなっている。高校入学後、2年時より急激に成績が下がり、高校3年の4月に突拍子もないことをしゃべり始め、物忘れがひどくなった。放浪・滅裂言動・奇行が出現。無為的な状態となり、衝動行為・自殺企図もあったことからS42年4月18日当院受診、1回目の入院となる。入院中も他患者へ乱暴することや、ガラスを割り破片で首を切るなどの自殺企図が数回あったが、衝動行為見られなくなり症状安定した為、S50退院。以後外来通院は行われず、S51年に退院後通院治療を開始するが、S55年より食事を拒否し、絶叫しながら周囲を叩くなどの行動が見られ、S55年4月、2回目の入院となる。その後H17年まで30年の入院歴があり、外部に対する興味関心や意欲の低下、現実検討能力の低下・感情の平板化が著名。



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

入院中から年金の管理は弟夫婦が行っていた（年金等の金銭管理は義妹が行っており、弟が面会や入所料支払い・振込等を行っていた）。

しかし平成18年5月頃より、弟の仕事が忙しくなったとの理由から、定期的な面会・外泊が行われず、入所料も本人の銀行口座へ振り込み、本人が支払いを行っていた。

弟より入所料・生活費の振込期日の指定があるものの、決められた期日に振り込みされていないことが続いたことで精神的ストレス・病状不安定となったことから、家族面談や弟宅訪問を行い、退所後のことも考慮した上で、年金自己管理の訓練を提案すると、弟夫婦も了承し、平成18年12月より年金自己管理を行う。

以前は定期的な面会・外泊が行われていたが、現在、外泊は難しく、面会も2ヶ月に1回程度となっている。弟から本人へ電話がかかってくることもなく、序々に関係性は希薄となっている。




　　　平成　19年　2月　12日　（月）

	氏　名
	   奥山　以依子様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24　年　12月　29日（　57歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域で自分らしい生活を営む為に、QOLの向上を図りながら本人の地域生活に対する選択の幅を広げられるような援助を行う。
短期目標：家族との関係性を調整する。


	これまでの経過（前回評価日　H　18　年　10月　30　日）

	【年金自己管理について】

平成18年12月より障害基礎年金の自己管理を開始する。年金の振込先は青森銀行であるが、本人は岩手銀行でしか金銭管理を行うことが出来ないこともあり、本人の希望を考慮し弟様から了承を得た上で、年金振込先の変更を行う。（平成19年2月より振込先変更となる）

弟夫婦が年金を管理していた時と同様、毎月7万5千円を引き落とし、入所料・生活費としている。

《1ヶ月の収支》

1 青山荘入所料・食費　　　　　　　　　　　　\59,000

2 外来・デイケア　　　　　　　　　　　　　　\12,630

3 食品・日用品・行事（デイケア・青山荘）等　\ 9,784

4 貯金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　\10,000

年金自己管理を始めてから、以前に比べ生活に余裕が出てきている（調理教室の参加回数が増える・他利用者と休日に買い物に出かける等）。本人が自由に使える金銭額が増えたことから（約1万5千円→約2万円）、小遣い内での貯金も行うことが出来るようになり、毎月の貯金を楽しみにしている様子。また、以前までの年金振込先である青森銀行へも、月額8.3万円の支給額より少ない7.5万円ずつの引き落としを行っている為、2ヶ月で約1.6万円ずつ預金されている。

2/8弟様来荘され、面談を行った際に本人の年金自己管理についての様子と、貯金について説明をする。本人の貯金の使い道について確認を行うと、貯まった貯金については全て本人で管理させて欲しいと話している。

【青山荘入所延長について】

4月4日で入所から2年を迎えるが、「あと1年青山荘で今後についてじっくり考えたい」と本人は希望している。生活技術についてもまだ援助が必要なことや、退所先についても目途が立っていないことからも、1年間入所延長し、1年間で退所先の検討を踏まえて、地域生活で必要な日常生活技術（健康管理・食事管理・社会資源の利用・余暇時間の活用・緊急時の対応）の訓練を行う必要がある。（退所先については、自宅を希望しているが、職員がいないことや現在の生活環境から一転してしまうことに不安を感じており、グループホームや、青風荘など職員がいる施設も考えている様子。

弟様との面談にて、入所延長と退所先について検討を行っている。弟様の仕事が忙しいこと、義妹との関係性、現在の本人の生活能力を考えると、退所後に自宅へ戻ることは難しいと話す。弟様は青風荘やグループホームなど職員の目の届く場所で退所後の生活を送ることを希望しており、自宅へ戻って生活できるようになるまでのワンクッションにして欲しいと話している。




プラン計画者　氏名：三浦　理見

	問題点
	介入方法
	支援期間

	年金自己管理

1 ＱＯＬの向上

2 貯金について
	①　・入所料・生活費は毎月7.5万円とし、面談時に収支表を確認しながら、本人の生活水準を把握する。

・ＱＯＬ向上と、交通機関利用訓練も兼ねて、青山荘付近外（市街など）への外出の機会を設け、生活に張りを持たせ、本人の興味や楽しみを増やす。

②　 ・貯まった年金の使い道について、本人と検討する。

・岩手銀行通帳でしか金銭管理することが困難な為、青森銀行の通帳残金を引き落とし、解約手続きを行い、岩手銀行一本にする手続きを行う。（弟様も同意している）
	　　3ヶ月

	家族関係の調整

1 退所先について

2 家族との関係性


	①　・本人の延長希望を考慮し、1年間の延長の中で本　　　人にとってどのような援助が必要となり、どの程度　まで能力向上することが出来るかを面談や生活状況を随時観察する事で、本人のニーズを明確にし、ニーズに沿った援助を行う。

・弟夫婦とも面談を行い、本人の希望と弟夫婦の希望のすり合わせを行いながら、適切な退所先について検討を行う。

②　・以前は定期的に面会・外泊を行っていたが、弟様の仕事が忙しいとのことで、面会も不定期になり、外泊は行うことが出来ない状態とのことで、本人と弟夫婦との繋がりを維持できるような援助を行う。

　　　１）手紙

　　　　文章を書くことや、スケッチブックに絵を描く事を得意としていることから、余暇時間を活用し、家族へ手紙を書く。言葉で伝えられないことが多い為、入院時より日記をつけることで、自分の気持ちを表現してきた為、手紙という日記とはまた違う文面で相手への気持ちを伝える訓練も兼ねて、家族との繋がりを持てるよう援助を行う。

　　　２）面会

　　　　弟様の仕事が忙しい事もあり、定期的な面会や外泊を行うことは困難であるが、本人の様子を青山荘だよりや、電話連絡にて伝え、弟様の都合が合えば、面会に来ていただく。その際に職員とも面談を行い、本人の様子や、今後について随時検討を行う。

　　
	    6ヶ月




修正プラン実施評価日： H　19年　3月　26日（月）　青山荘地域交流活動室
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本人（57歳）
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本人の自由に使える額


（食費残金も含む）





彰二氏（54歳）
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